
でJ..､1
ノ､‥､

.重し_j-＼ぞ‥二･
･:_J､j､

FJJ

VAト

輸 送 横

運搬用及荷役用梯械
Transporting&Cargo-

handling Machineries

Transporting Machineries

天井走行起重機

0verhead Trave11ing Cranes

第1固

Fig.1

20t防爆形天井起桑磯

Explosion Proof Type20t Overhead

Trave11ing Crane.

昭和25年中に据付を終った天井起重機は加数蔓で

あるが､標準形の外に､日本水素に約めた20t防爆形

起重槻がある｡ 気品は絶て防爆形とし､集 ほ横行､

耳

走行共キャブタイヤケーブルによる｡叉富士製鏑輪西に

昭和13年椚入の15I鋼塊起重機の補修で機械部分特に

上部クラブを新型した物の内1垂目が運鴨を始めた.｡こ

の外に特殊なものとして

日本水産納 2t秤付起重機

太機は女川事業所に据付け､鯨肉を腰痛タンクに運び

ながらヽ その日万を秤るもので､巻上荷重2t琵問

15480m皿,秤ほガーダ中央に備え､運韓室内で測定す

る｡第2園はその寓眞で､鎖骨部分は全熔接の軽快な構

造である｡倍同じ仕陳の物が釧路事業所にも1室据付ら

れた｡.

船舶横間重用天井起重機

船内に於てエソヂソの補修の際に用いるもので､東日

..:~妻
蟄鍍

ヽ
･

節2固 2t秤付天井超克磯

Fig･2 2tOverhead Travelling Crane

With Running Weigher.

太電工及び浦賀ドック建造の外画胎用として合計3重刑

入した｡巻上荷重は5亡,胎内の直流

行は

源により巻上､遺

動横行のみ手動とし､横行走行ほ軌條の外にラッ

クを具え､ピニオンとラックの噛合により騒動され､給

の軽度の傾斜でほ滑らずに連綿出来､叉ローリングピッ

チングに

ている｡

しては逸遺を防ぐため特殊の固定装置を備え

第3囲

Fig.3

琶

揚

5t舶舶磯闘室用天井超重機

5tOverhead Travelling CraneforEngine

Room.

20t防爆形起重機 仕様

間12300mm

樫13000mm

巻上荷重 20t

横 行10m/m.2kW

巻 上1.4m/m 7.5kV

連 行 20m/n 5kW

電 源 200V 50年,
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2t押付起重機

笹 問15480mm 横

揚 程12000mm 建

巻荷重上 2t 電

巻 上15m/m 秤

7.5kW

竃雲 間

揚 程

･巻上荷重

巻 上

横 行

発 行

電 源

行 30m/m

行 90m/m

源 200V

2kW

5kW

50⊂b

アルキメデス形

自動式

船舶機関室用起重機

4500m□1

7000mm

5t

5m/m

O.6Ⅰ叫m

15m/m

D.C.

7.5kW

手動

2.25k~W`

220V

9t門型走行ジプ起重機

9tomJib Crane

ジプ起重機は構造及び取壊が簡畢である焉多くの用途

に利用せられて屠るが､芝今岡完成を見た9亡ジブ起重機

第4固 9t門型走行ジブ起重機

Fig.4 9t High PedestalType TravellingJib

Crane･With Concrete Bruket.

は､東京都小河内貯水池工事現場に設置せられてヽ堰堤

の築造に使用せられるものである｡従ってその用途から

長大な旋廻年径と高い揚程とを有しヽフックには特殊な

コンクリー1､バケツを懸吊して使用せられる｡偽作業饉

率を上げる焉､奄上ほワ㌧-ドレオナード制御とし上げの

速度ほ墨バケツの場合高速となり､降しの連荘も速くな

る様になって屠るょ

その概略仕様は下記の通りである｡

巻上荷重

コンクリー∴トバケツ容量

旋廻年径 最大 37m 最小

揚 程

巻上速度 全荷重 45mノnin 姦バケツ

巻降速皮 全荷重 65m/min 電動機

腑仰速度 全備仰に要する時間約3分

旋祖述匿 3ノ4r/m

走行速度 15m/min

軌條中心距離

電 源 3000V

65t救援起重機

65_tOn Wreekillg Crame

9t

3m3

18m

75m

90m/min

lOOkW

30kV

30kW

30kW

7m

50qロ

輸出向起重機の第一陣とLて今岡65砲救援起重機を

第5固 65t救援超重機

Fig.5 65tWrecking Crane.

ヽ
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完成して無事墓鸞へ積出を終った｡

本機ほ事故車輌の救援や其の他重量物の坂扱に使用せ

られ､撰軌の軌膝上を運行するもので自走し得るほ勿論

列車に編制して遠隔の地への移動も可能である｡原動機

としては横型蒸汽磯詞を有すると共に竪塾ボイラーをも

備えて居る｡その概略仕儀は下記の如くなって屠る｡

巻上荷重 旋視牛琵

主奄 5m

6m

7In

補巻 10m

揚 程 主巻 9In

65亡

45t

30t

15t

補選 9m

巻上選定 主巻 4.5m/min 補巻15m/min

旋廻選定 1r.p.m.

走行速度 自責の場合 90m/min

列車に連結廻迭の場合 55km/br

僻仰ロープ速度 3.5Jn/mh

汽 櫨 竪型多管式 魔力11kg/cm望

汽 機 構型二汽笛直径230mm 衝程300mm

軌 問 1067mIn

3t甲板趣重機

3ton Deek Crane

第 6 固 3t甲板起重機

Fig.6 3t Deck Crane

′

近時造楷界が活況を呈する様になると共にヽそれに設

備せられる荷役機械にも種々優秀なものが見られる様で

ある｡今岡完成Lた3t甲板起重機は我国では劃期的と

も言うべきものでl彿園向輸出船に設置せられ珪々の荷

役に使用せられるものである｡従来この種の荷役磯城と

してはデリッグ.を備えるのが慣例であったが本船に対し

ては特に船主側の要望もあり太磯の設置を見たもので下

記の如き特長を有して居る｡

1)√▲巻上､引込及び旋同の各動作は畢濁の電動機によ

り夫々畢撮にも亦同時にも行われ各動作は頗る軽快で

ある｡

2)巻上の制御ほワ一ドレオナード方式に依り軽荷重

の場合は高速で運特出来る様にしヽ操作の容易と相倹

って能率の向上を囲って屠る｡

3)ブームを僻伸さやると吊荷はほぼ水平に移動する

様になって屠る馬これに要する動力は少く然も運侍は

容易である｡

4)野坂に固定したポストに旋禍ポストをはめた構造

でヽ占有スペースを極匿に制限して非常にコンパクト

になって屠る｡その概略仕儀は次の通りである｡

巻上荷重

旋廻牛琵 最大10.6m

揚 程 甲板上12m

巻 上 連荘 全負荷

電動機

旋硯連荘

僻仰遽匪

電 源

2r/m

7.5sec

3t

最小∵電.25In

甲板下 18m

35m/m 無負荷 90Ⅱ1/m

35kW

10kW

5kW

DC 220V
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第7固 60ton/br蓮炭並に炭塵理設備

Fig.7 60ton/hr Coar and Ash Handling Equipment.

倉敷レーヨン富山工場納

踵表並に女鹿埋設備

60to坤rCoalandAsh耳andling
Equipment

中規模の荷役設備として､倉敷レーヨン富山工場に､

60t/br 連茨並に衣虞理設備を納入

したヽ同工場は近時新しい合成繊維

として注目されて充たビニロンのJ京

料製造工場である｡本設備は署

の石炭荷揚､石茨輸迭並に夜鷹理装

置1式である｡陸揚磯は軽快なる日

立標準2.3tロープトロリー式で旋

同可能である｡貯探束起重機は桁中

に2膿めコンベヤを有しヽ貯採茨及

び引込線上の貨車に直接荷役する事

が出来る｡ベルトコンベヤは運某夜

虞理合せて6條である｡

借主なる仕様は下記の通りであ

る｡

ノヽ

仕 様

陸揚機

式 GR-FStJ

力 石炭ニテ60りbr

ケ ツ 容量1t自重1.3t

ベ ル ト コ ン′ 一ミ ヤ

ヽ
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巻上荷重 2.3t

旋同年琵14m

揚 程 基礎面上9m,面下7m

巻 上 60m/min40kW

操 行 60m/min7.5kW

旋 同 0.5r.p･m･5kW

フィーダ 動往復動型2kW

電 源 200V 60qロ

貯採表起重機

型 式

能 力

GL-B2-TB

バ ケ ツ

巻上荷重

有数牛霞

揚 程

径 囲

横行範囲

巻 上

引 込

続 行

克 行

フィーーグ

ベルトコソべヤ

電動機

電 源

′

右京ニテ 60t/br

容量1t自重1.3t

2.3t

4m

軌條面上13.25m 面下5m

40m

43m

50m/血n

50In/min 巻上卜共用

20m/min 5kW

lOmノmin15kW

動往復動型2kW

貯探茨共 60t仲r

〝 5kW

20〔〉V 60`=も

遥輸省唐津港納2¢Ot/hr石茨積込設備

200ton/hr CoalLoading Eqllipment

未設備は佐賀牒唇津括第三競埠頭に設けられたもので

橋形起重機､ベルトコンペヤ､積込機よりなる石茨取扱

設備である｡LU側高架引込線上の貨車からピッ1､に放下

された石炭を､橋形起重機により貯炭場に運び､或はピ

ッl､叉ほ貯茨場の石其をマン1､亘リーグラブバケツにて

掴み､橋形起重機海側カンチレバに設けたホッパよりフ

ィーダ､水平可逆コンペヤ､トリッパ､積込機を経て

500ton～3000ton級の胎に積込むものである｡未設備に

用いた橋形起重機は､多年に亙りあらゆる粘に改良工夫

第8囲 200t/br石炭積込設備
Fig･8 200ton/hr CoalLoading Equipment.

がなされた標準品である｡ベルトコンベヤはすべてボー

ルベヤリング入りキャリヤを使用しヽ水平可逆式タンデ

ムドライブである｡積込磯はベルトコソべヤ式でヽ備仰

桁及び旋同シュートを右し連行形である｡既往の積込磯

に較べて構造簡単且高能率である｡

筒主なる仕様は1ご記の通りである｡

仕 様

橋塑起重機

型 式

能 力

バ ケ ツ

径 間

横行範囲

揚 程

巻 上

横 行

連 行

ホッパ移動

フィー･ダ

軌條掴み

∴i

/ヾルトコンペヤ

型 式

能 力

機 長

ベ ル ト

速 度

電動機

GM_CCTB

石炭ニテ200亡仲r

容量3t 自重3t

50m

59m

軌條面上9m 面下3m

60m/min lOOkW

200叫min 60kW

20m/min 50kW

lOIn/min 5kW

動往復動型5kW

動式 2粗

440V 60qプ

水平可逆式

右京ニテ200tノbr

lOOm

900×6Px(3十1.5)

90m/mill

20kW
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電 源

積 込 磯

型 式

能 力

ベ ル ト

速 度

電動機

最大積込距離

僻 仰

僻仰用

克 行

秤量磯

電 源

4プーリ 可逆式

440V 60qロ

B-TL

石炭ニテ200t/br

900×6Px(3+1･5)

90Ⅰ叫min

10kW

日 立 評

前脚中心点リ17血

常用+100-150 休止時+600

動機 10kⅥr

20m/min lOkW

メリック式

440V 60qJ

中型タワーエキスカベータ

TowerI∃Ⅹea▼atOr

先に2m$走行式タワエキスカベータ3墓建設省に椚

入､之が稼動成果は斯界の注硯の的であったが愈々其の

眞債を茸揮している｡其の後各方面から多数の証文を受

けているが､特に､取扱容易で据付移設が簡便な1.2m8

第33巻 第1競

第9固

Fig.9

1.2m3走行式タワーエキスカベータ

1.2m3Trave11ing Type Tower Excavator

in Service.

の中型タワエキスカベータが､最も 要が多い｡昭和25

年5月に走行型1董を建設省に椚久し九頑龍川の築堤iこ

活躍し成果をあげている｡これにつづいて7月には日永

､!二二､:::株式合祀に国是式2重､9一月に鹿島建設株式合祀

に固定式2蔓､11月に熊谷組に固定式1垂､次々と据付

けを完了し稼動中である｡又引続き建設省に国是中型1

墓､走行大型2毒､固定大型4墓､長野牒痕に0.5m3

固定小型を4垂､夫々製作中である｡

斯くの如く河川築堤用にほ走行塾･堰堤の骨材採攻用

としてほ固定型が廣く採用されるに至った｡

バケ ツ大サ

土 堀 能 力

径 同

主 塔 高 サ

掘 削 範 囲

掘 例 速 度.

引 寄 速 匿

バック速匿
トラックロー

プ緊張速乾

電
劫
電

操 作 方

用

m3

m3/b

111

Ill

m

lI--1-1

m.■:l

-1l､…

mニー-l

途: ■

1.2

32

280

25

90～270

56

180

約369

10

75kW D.C.

(レオナード)
3300V 60二も

押 上 磯

骨材採取用

1.2

20

350

12.8

130･･)320

56

180

約360

10

75kW

3300V 60㌔

押 上 磯

骨材探]昧局

ヽ



昭和25年･度日立技 の成果 73

第10固(a)1.2m3固定式タワーエキスカベータ

庫島建設(新圧ダム周)
Fig.10(a)1.2m3Fixed TypeTowerExcavator.

第10固(b)作 業 状 況

Fig.10(b)Dumpingin Service.

′ 既約中型タワエキスカベータの主なる仕様はヽ賽の通

りである｡

太磯については

多数の異なる使用條件に付き設計製作した経験に依り

設計は殆ど標準化されヽ今後は一層迅速なる納入が可熊

となった｡一方種々の賓険研究を進めて屠る･｡即ち既納

2m3タワエキスカべ一タ(建設省柄)に就いては現地に

於て各異なった條件のもとに電流記録計にて各種の賀険

を行った｡既約1.2m3タワーー㌧コユキカベータ(日本築迭電

株式合祀成出顎電祈嗣)に就いては現地に於て光電管歪

計を使用してマス下の各メンバrの歪ちを測竃し之が應

カに就いて研究中である｡昭和25年2月頃より､クラ

ッチライユングの磨耗羞に機構の研究を開始し_､績行中

であり､操作方式に就いても種々研究中でその成果が期

待されている｡

U･06型萬能土掘横

Type tJ-06ⅡitachiComvertible Shovel

第11固 UO6型日立蔑能土掘磯

ショベル装架､ULO6

Fig.11Type UO6HitachiConvertible

Sbovelwitb SbovelFront.TypelJLO6

UO5塾の経験を生かして之を改良しヽより高性能の

新型UO6を完成し､量産に移り､良好な使用案績をあ

げている｡

次に改良の主な粘を述べるとヽ

1.機関をより強力なものにLた｡(75Ifl,300r･p･

闇=E

2.バケット容量を0.6m3としヽドラグラインでは

作業牛琵を大きくした｡
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第12固 日立萬能土掘磯ドラグライン装架､UEO6型
Fig.12HitrchiConvertible ShoveIwith Dragline

Front.Type UEO6

3.

4.

第33巻 第1既

走行速度を2段としてヽ遠距離移動を速かにした｡

トラック廻りの｢土砂詰り｣に封して改良した｡

5･建家の外部､見通Lをよくした｡

6.キャタピラの全長を長くL安定をよくし作業牛径

を大くした｡

7.

8.

レバー操作を容易にした｡

給油脂法を完全にLた

富士製躇株式曹敲釜石製頚所縄

目立電気ショベル

Ele(:tTic ShoYel

日立標準型ショベルは､ディーゼルエソヂソ騒動であ

るが､電力が容易に得られヽ移動の比較的少い場所での

土掘や積込には､電気ショベルが利用される｡

構造としては､唯ディーゼル機関の代りに電動機を使

日 立萬髄土掘健一覚表

仝高

ロードクリヤランス

旋回速乾

3,000mTn

280mm

5R.P.M.

各フロント共通要目 傭仰速度(引込) 7-10皿/min

走行速匿 1.2km/br

接地歴カ 0･5～0･55kg/Cm望

其場向きかえ可能
登坂能力 200

全備重量 プロ:ソト種類により19′-21t

原動機 デーゼ.,レ磯締1基

線燃焼式水冷型直列6気筒

燃料 軽油

消費率 2COg/呵hr以下

親行醍容積 10･050

許容最大馬力115王P(1800R･P･M･)

最大馬力 65If(1,300R･P･M･)

ヽ
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第13固 1施グラブバケット付電到キャタピラクレン

Fig.13Electric Catapillar Cranewithlton Grab

Bucket.

用しケーブルに依り餞電されている｡

電源は高匪と低陛…とがあるが､保安上及びトランスの

要不要､ケーブルの太さ等の鳥与で長短がある｡

電動機は､保守､経費､起動性等の粘で最適の原動機

である｡叉電力に依れは粘灯､暖房の粘も都合がよい｡

富士製錦(釜石)椚 菊ショベルは､納入後約一年にな

るが､良好の成績を収めている｡

倍太機ほフロこ/一部を交換してグラブバケツ1､掴み

(lton)にも使用出来る様になって居る｡

仕 様

型

ジ

式

ッパ容量

ブーム長さ

ハンドル長さ

巻上速度

推匪連荘

UL-05

0.5m3

5.2m3

4.2m

25m/min

28m/min

.〆

引込速匿

旋同速匠

僻仰速皮

42m/min

5r.p.m.

10m/min

連行速度

電 動 機

電 源

1km/br

40kW900r.p.m.

全閉通風二重籠型連績定格

220V60qロ.

巻 土 横

Winding Machineries

終戦以後の代表的製品に就いては既刊VOL.32No.6

『最近iこ於ける日立技術の成果』をこその概略を紹介した

が､其後も各種の竪坑或は斜坑用巻上機が製作されて居

る｡

最近の傾向とLて 部採茨に移行するにつれてワード

レオナード制御方式の大型竪坑巻上磯の増加に伴う電気

的､機械的制御装置の進歩改良､運輯の自動制御化等見

るべきもの多く日立製作所に於てもその特長たる機械､

気技術の融合性に基き緊密な連繋のもとに折究､賓険

を行いつゝあり､日下製作中の白木茨威遠賀成業析嗣

250kW竪坑レオナード巻及≡井銀山田川競業祈約720

kW竪坑レオナード壁上槻等にもこれら研究の結果を多

分に織込み優秀なる製品を生み出すべく努力中であり､

叉押上磯を利用せる交流巻上機の速度制御方式も数次の

賓験を重ね近く袈晶にこれを賓施する域に達して居り､

其他 式ブレーキエンジンの調匪弁の研究､大型歯車

の高周改焼入塔賓施等があり､叉小型巻上機でほわが国

でも例の少いスクレーパースラブシソグ専用の複胴及≡

胴の小型奄上磯を完成しヽ この方面に寄興しつゝある｡

以1ごにこれらの概略を紹介する｡

常磐茨頓株式奮献納300kW複胴-

(タンデム型)巻上機

300kW D皿bleD川m(TandemType)`

Winding AIachine forJoban TaTLko E.K.

木機ほ坑内設置斜坑茨革巻上用である｡

坑内設置の場合特に問題になるのは毯室掘整の技術的

困難と莫大な費用を要する事である｡特に複胴の大型巻

上磯を用いる際従来の様に一軸に雨胴を坂付けた型式で

は機械の幅が非常に大となり巻室の掘堅に多額の経費を
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解14固 300kW複胴(タンデム型)巻上磯

Fig.14300kW Dol】ble Drum(Tandem

Type)Winding Machine･

欝15固 300kW複胴(タンデム型)巻上磯

平面及川南国

Fig.15Plan and Elevation of300kW Double

Drum(Tandem)WindingMachines･
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要L且技術的に困難な場合が往々にして生ずる｡

木磯はこの鮎を考慮し爾胴をタンデム配列とした焉機

械の栢は著しく小になりヽ この間題ほ解決して居る｡

又地磐め麺形の影響が磯城に及ぼすことを極力避ける

ため､二軸受塾として両軸受の問に宅胴及歯車を取付け

Lかも従来この型式の巻上機に多く用いられていたパソ

ドブレーキをやめて､一層確賓な平行動ボス†型ブレー

キに.した事等萬全の考慮を彿って製作Lたものである0

従来日立製作析ではこの型式のものを多数製作し竪富

なる経験を有Lて居る｡坑内設置の複胴巻上機を計要さ

れる場合は太型式の採用をお奨め-したい｡

仕 様

型 式

鋼索張力

不平衡張力

巻上速度

巻胴寸法 直径

幅

､‥:｢;

鋼 索 直径

巻込段数

電動機

DDlr-NPO

7300kg

5700kg

220m/min

2200mm

1300Inm

2540mm

30mm

巻上長サ1050m

地雀共 5段

台罰0/2000V 50㌔ 600RPM

300kW≡相誘導 動機

日本表墳株式曹敲納500kW複胴巻上轢

500kWI)ouble Drum Winding Maclline

for Nil10n TankoI【.E.

太機ほ斜坑スキップ巻上用として製作されたものであ

って斜坑傾斜150,巻上足巨離3400n,積載容量12亡OnS

のスキップを巻上げ15,000tons/Hr の田茨を遂行せん

とするものである｡

そゐ巻上距離ほ未だ例を鬼ない長距離であり､従って

鋼索巻込段数も8段となりそのためドラムフランヂは鋳

鋼撃としl特にその強度に勤して充分検討を加え設計製

作したものである｡

太機は2竃の
ノ′

動機により城速歯車1段を経て騒動さ

77

帝16囲 500kW複胴巻上礫

Fig.16500kW Double Drum Winding Machine.

れ､繭巻胴にプレート型クラッチを有しプレrキ及クラ

ッチはぎ由墜操作である｡

油匿を用いる場合は往々にして床上に配管が入り乱れ

保守､保安上の支障となり易いが本棟は配管を全部地下

に約めて整理して居る｡

仕 様

型 式

鋼索張力

不平衡張力

巻上速度

巻胴寸法 直督…

帽

鍔径

鋼 索 直径

巻上長サ

巻込段数

電動機

鞄巻共

DD-P2PO

10,500kg

8,500kg

250m/min

2,600mm

1,650mm

3,400mIn

34nm

3,400m

8.段

3300/3000V 60/50へ,

400/333RPM

250kW≡相誘導電動機 2董

三菱崎戸鋸業所柄350kW草胴(複索)巻上機

350kW SingleDrum(DoubleRope)Winding

A4achine for MitsllbishiSakito Kogyosho

太機は入気竪坑の坑外に設置し楢専用の竪坑巻上磯で

ある｡

歯車1段減速で歯等比は16.5:1になって居る｡
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第17圃 350kW軍胴(複素)巻上磯

Fig.17350kW Single Drum(Double Rope)

Winding Machine.

7レーキ八ンドル

非常用空気弁

第18圃 制 副 操 作 固

Fig.18Schematic Diagram of Braking.

そのブレーキエンジンほ高性能の匪気操作方式を採用

L且叉これと連動的に作用する副制動機をも備え完壁を

期している｡

第柑臥第相同に太機の制動方式及び結線園を京す｡

仕 様

型 式

鋼索張力

不平衡張力

奄上達皮

巻胴寸法

鋼索直径

巻上捉巨離

巻込段数

電動機

直琵

:-:ざ.;

SDMNPAp(複索)

10450kg

5060kg

300m/min

4000mm

1800mm

4400mm

42ロユm

375m

1段

甜V 60㌔,400RPM:

350kⅥr三相誘導電動機

大平洋表磯株式禽献納 スキップ巻上設備

Skip WindirLg Plant for Taiheiyo

Tanko E.E.

最近竪坑､斜坑共スキップ巻

上設備の採何が増加しつゝあ

る｡これにより巻上の能率が非

常に向上しヽ操車関係に要する

努力､稼働家事数等を節減する

ことが出来､運搬系統の機械化､

進んでは全装置の自動運韓化も

可能となりヽその利瓢は甚だ多

いのである｡

今岡製作せるものは釧路鏡業

所興津坑に設置せられる斜坑ス

キップ巻上設備一式で､1日の

出炭3000tons(原羨)と云う膨

大なる設備であり､これに用い

られる巻上槻は日立製眈椚

､＼
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600エア複胴巻上機型式DD-P2POである｡

この設簡の要目ほ次の通りである｡

出家計雲

スキップ容量

斜坑傾

1日原衆3000tons

l原某10亡OnS

250

但し坑外は180より1lOにて原炭糟上に至る｡

斜坑躍巨離 約 350m

スキップ蓮皮 310Ⅰ叫min

未設偏ほ坑内と坑外とに分れ坑内設備としてほ計量ホ

ッパー､

塔､棲

原茨ポケット開閉装置からなり､坑外設備は鎖

原茨槽､ヘッドシ㌧一ブヽ エプロンフィー･ダー､

ベルトコンベヤーlカープーラーヽ スキップカー等より

なって居る｡

この設備の特長として大きな粘をあげれば坑内でほ原

未ポケッ1､の開閉の確賓を期するため屍を二重とし一個

の弁により開閉を行う如くしている潟と､計量ホッパー

開閉用弁に改良を加えて居ることであり､坑外のものと

■

79

Lては2蒐茨革20輌連結せるものを､カープーラーに

て牽引し停止する事なく連続的にべルナコソべヤーーより

積込を行うヽ即ち茨革車輪にてベルトコンペヤ‥一用切換

ダンパーを切換えることにより家事連結部の間際に石茨

の落下することなく茨革の進行中に積込を行い得る粘で

ある｡

スクレーパー用小型巻上概

EitaehiScraper Winehes

嶺山ヽ茨頗に於て鏡石､石衣､輔等を鏡車叉ほコンベ

ヤーこ積込む努力は非常に大きく條件の悪い切羽に於ては

全作業時間の25～50%を占める場合がある｡

此の努力を省き運搬費を悔直に節減し､能率良く運搬

積込を行い採掘量を増大せしめるために種々のローダr

が使用せられて居る｡

然し乍らこれらのローダr-ほ多くの悪條件に束縛せら

1
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司
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解20固 スキップ巻上設備(坑外) Fig･20 Skip WindingPlant(Surface)
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Fig.21Skip Winding Plant(Underground).

れてその全能力を護揮する範囲が甚だ狭く､且製作費も

高贋につくと云う敏患与がある｡

スクレーパー積込怯はこれに反し低廉なる経費で相普

廣範囲に亘り有数に應用出来る方法であってl米国に於

ては数十年以前から墜道掘進に始まって銀山､茨威方面

に廣く利用せられ､英国に於ても又長壁式探茨を行う茨

礪匿これを相普廣範囲に用いている｡

我が国に於ては従来2-3の鉄山､茨威に於て試用せ

られた程度であったが終戦後漸く金屋鏡山に放てスクレ

一パ⊥積込法が再 せられ各所にその貿施を見るに至

り､次で京成方面iこ於てもこれに注目される様になつ

た｡

日立に於ては古くから小型巻上磯を製作していたが今

固より小型軽量で精巧なスクレーパー専用の複胴及び3

胴の小型巻上磯を完成し好評を博して居る｡

以下スクレーパー積込法の概略と専用小型巻上磯の構

造機閑を紹介する｡

1.スクレ⊥ノミ一環込法

スクレーパー積込を行うにはスクレーパーヽ ロープ､

巻上磯､エンドブロック及び要すれば積込用スライド等

が必要である｡

スクレーパーは第22匡lに京す様な鍬型或は箱型及びこ

れらの中間をゆくもの等種々あるがその形状ほ運搬すべ

き材料の種撰に鷹じ撰竃すべきであって､一股的に考え

第22圃 複胴スクレ←パー巻上磯

Fig.22 Double Drum Scraper Hoist.
ヽ､



昭和25年鹿･日立技術の成果

常23閲 3胴スクレーパー巻上磯
Fig･23 Three三Drum Scraper Hoist.

て符型は細粒から多少の大

塊を含む中粗粒の右京､鏡

石等に適しヽ鍬型ほ大塊を

含む粗粒に適Lて居ると云

える｡

スクレーパーの大さはそ

の運搬量､作業場祈の贋狭

等により叉その重量は運搬

すべき材料の性質形状等に

より決定される｡重量が

いと掻込致率が悪く且運搬

中動痛が激しくて､内容物

の脱落が多いし､重きに失

すれは動力の消費が大で得

ノ

る虞が少いと云う事になる｡

2･スクレーパー積込怯の特長

スクレーパー積込法には諸種の利

要約すれは

81

があるがこれらを

(i)切菊枝込作業の努力を省き得る｡薄層には特に

有数である｡

(ii)切羽にコンベヤの設置不要､従ってこれらの移

設の必要もなく､勢力の節約が出来る｡

(iii)梯面の攣曲せる場合にも使用出来る｡

~-)■~

~~¶→β汀
｣

瓜

ヱ/仔

J打
｢∬

ク附;

〝~

∵影;緋;亭 親

喜子宍

l

l

イ:://////′′′ノ′//ノ′′′■

l

l

′ンノ/ 二:/∵/

シニ:/

旬

l

ナ＼ll

-一牒

くb

∴
l l l

I

箋

肌

Ⅷ
㍍≒

＼/

/

】
/ノ/と∴ンノノ′ノみて･一ニン/~…

l
｣

l

1､--､_

･′ン∴■.′//:.

･＼＼､＼＼＼＼＼＼＼∵㌧＼∵ l

十+

事

第24囲 20Ⅳ複胴日立スクレーパホイストの構造図(肛断而固)

Fig･24 ConstruCtionof20rp DoubleDrumHitachiScraperHoist.
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Fig･25 Constructionof20fPThreeDrumHitachiScraperHoist･(logitudinalsection)
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(iv)切羽ほ昇り卸し何れの方向にても可能である｡

(Ⅴ)被運搬物の形状､大小､塊粉等の状況に應じス

クレーパーの形状を欒えてその能率を向上せし

め得る｡

(∇i)採掘跡の充填に使用出来る｡

(Vii)設備費が非常に低簾である｡

3.日立スクレーパー奄上磯一

上述の如くスクレ｢パー積込怯は非常に有数な方法で

あり､専門機械の顎達完備した米国に於ても磨く利用せ

られて居り､我が国にても今彼益々これを盛にして能率

の向上を計らぬばならぬ｡

最近迄ほ在来の小型奄上磯が用いられて居たが､日立

では今岡卒先してこのための専用小型巻上磯を完成し

た｡従来のものに比して形状､重量を一層小にし､桔匿

高く且威丈な構造とし､運輯､保守の至便を計り､文鳥

力及巻上速度の撰卦こ常っては使用者各位の意向を多分

に坂入れ製作した｡

既に松尾競業､日東鏡業､神岡鏡業等に納入し御好評

を戴いている｡

4.日立スクレーパー巻上機の構造と侍長

(i)構造が簡畢であること

岡持部分は全部枠内に約り､しかも簡畢で威丈

な構造となって屠り加うるに部品の種罵少く､

互換性を有し､重量を短波してあり特に複胴と

≡胴との部分品は共通であるから使用に便利で

ある｡

(ii)蓮韓容易で安全操作が出来ること

クラッチ及びブレーキは夫々外部から容易に調

整出来､ハソヾルの操作のみにて安全に且確賓

な運韓をなすことが可能である｡

(iii)潤滑方法は簡単で確賓なること

歯車及軸受部分は完全に密閉された油槽申で運

璃されヽ又軸受各所にはすべてオイルシールを

用い､油の漏えいと魔境の侵入を完全に防止し

潤滑剤を保持し各摩擦部分の議命を長く保ち消

費動力の節約ともなって居る｡

(iv)構造虜丈なること｡

第33巻 第1競

スクレーパー縫込法の如く､常に荷重が一定せ

ヂ又場合に依っては激震､衝撃を受ける様な作

業に使用する巻上磯として各ドラムヽギヤー､

ボールペアリングは南端を頑丈なべアリソグに

て支えられた太し_､主軸上に完全に保持され､激

しい荷重に充分耐え得る様に成って屠る｡

又高速匿同韓歯革のみは上記とは別個に組立て

られて屠るから故障少く讃命長く使用すること

が出来る｡

(Ⅴ)電動機はフランヂ取付型としてスクレーパー巻

用に特別に設計された小型軽量でしかも出力大

きくl使府中の保修､溢槍に便利であり且長さ

の制限を受ける狭い坑内に拡入する場合l電動

機部分のみ刃更外して据付場所まで運ぶことも出

来る｡

(vi)南端の主軸受にはローラーベアリングを使用し

てあり､使用中の磨耗を防止しインターナルギ

ヤ一に輿える誤差も僅少となり､長期使用に耐

え得る様に設計されて居る｡

(vii)ブレーキ及クラッチ共にバンド塾となって屠り

俵田上の要求に依り何れを手動又は足踏にする

ことも可龍でありl倍此の場合他の部分に影響

を輿えることはない｡

第24,25固に夫々複胴型及び≡胴塾の外観､

断面を示す｡

5.仕 様(第一表)

ロ ー

ブ寸法(nm)

ド ラ ム 寸法(mm)

モ←ダ同格数(r.p■m)

ボ ル ト

モ←タ馬力型式

14mmx120mL

425Dx155Wx630F

1,000 11,200

200(400)!.か0(440)
1

20HP TOYX一ⅩK60

筒上記仕様中印のものは､要求に應じて下記仕様に欒

更することも可能である｡ (以下第112頁へ績く)

＼




